

















































Ink injection には，30G 針と 1ml シリンジを用いるか，やや太めのガラスキャピラリーを用いた。
心臓の左心室に挿入・心拍に合わせて ink を動脈内に灌流する。注射器を用いる際は心拍に合わせる
ことは難しいため灌流する量に注意を払う。11 日胚の ink injection は直径が約 200μmのガラスキャ
ピラリーを用いて前述と同じように灌流していく。また，腹部大動脈から二本の総腸骨動脈へと分岐
する箇所からガラスキャピラリーを挿入し ink injection することも可能である。
2.3　Whole Mount Immunohistochemistry（IHC-Wmt）
発生時期ごとに固定時間等を変更した。
4% PFA内で 2時間程度固定した後，0.3% Triton in PBS（PBS-T）で 1時間 2～ 3回洗浄した。
その後，内因性ペルオキシダーゼの不活化を行った。0.3% H2O2 内で 1時間処理し，0.1%NaN3 を含
有する skim milk（0.5% skim milk / 0.1% NaN3 in 0.1% PBS-T）で 1時間処理することで非特異的
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な抗体反応を防いだ。抗Pecam1 抗体（Abcam:ab28364）を 1/200 の割合で加え 2～ 3日間反応させ
た。0.3% PBS-T で洗浄した後，二次抗体に ImmPRESS（VectorLaboratories）を用いた。ABC法
を用いる場合は 1/50 の血清を含むPBSに 1/200 の割合で二次抗体を添加した。0.3% PBS-T での
洗浄後，ABC処理を行い，発色基質（0.6g DAB in 50mM Tris buffer pH7.5 ＋ 0.03% H2O2）を用い
て発色・実体顕微鏡下で観察した。0.03% H2O2 は DABの浸透を待った後に添加した。全ての作業は
4℃下もしくは氷上で行った。
また，一部の胚は Tissue Clearing（CUBIC）処理を行った［9, 10］。4% PFA で約 2 時間固定，
PBSで 1 時間 2～ 3 回洗浄した後，37℃下で 50% CUBIC-L 処理した。その後，CUBIC-L に置換


























共有するように形成されている（図 1）。IHC-Wmt した 13.25 日胚では副腎直下に位置している腎臓
が明らかに確認でき，この発生時期において全ての個体で腎臓の位置変化が完了していることが再確











が一番大きく，次に内側右葉が大きい形を示す。12.25 ～ 18.5 日胚では生体と同様の形態を示した。









9.5 日胚の肝臓は，分葉が 9.75 日胚以降のものよりもはっきりとしておらず 4葉に分かれているよ
うに見えるが，葉と葉の間の伱間が少なかった。また，4葉に分かれているとしても，各葉の大きさ




とが分かった。さらに後腎に分枝する血管の分岐位置は，13 日胚や 14 日胚と比べて，あまり変化が
なかった。分布する組織に最も近い血管系から血液供給されると予想していたが，腎動脈の形成過程
は予想と異なっており，腹部大動脈から器官特異的に血管新生を行うメカニズムは不明のままである。
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Several visceral organs are left-right （L-R） asymmetrically located in vertebrates. In mouse, the 
kidney is situated more caudally on the right side than the left. The mouse liver is asymmetrically 
lobulated. I want to know the mechanism for the generation of L-R asymmetry. I observed the 
morphogenetic process in the kidney and liver. The renal artery is initially set L-R asymmetrically, 
and then the kidney and renal vein are subsequently arranged. The asymmetric location of the renal 
artery is established at embryonic day 12.5～12.75 （E12.5～12.75）. The liver primordium shows L-R 
asymmetry at E9.75. The caudal lobe of the liver is budded from the right lateral lobe at E11.
Keywords : left-right axis, organ morphogenesis, kidney, renal artery, liver
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